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研究ノー ト

医療的ケアを担う特別支援学校に勤務する看護師の

他職種および保護者との連携と仕事満足との関連

古株 ひろ み1)、 泊 　 　祐 子2)、 竹 村 　淳 子2)、 道 重 　文 子2)、 谷 口恵美 子3)

1)滋賀県立大学人間看護学部

　　2)大阪医科大学看護学部

　　　　 3)岐阜県立看護大学

背景　医療的ケアの必要な子どもの増加により、特別支援学校における医療的ケアも全国的に広がりを

みせた。そのことによる新たな課題には、1)適 正 ・安全な医療的ケアの実施、2)連 携 ・協働の視点を

明確にした看護師との協働の在 り方、3)医 療 的ケアの教育上の意義の構築がある。一方、看護師導入

における課題 として、担任 ・養護教諭 との連携 ・協働に関する課題があげられる。医療現場とは異なる

学校での活動に看護師も戸惑い、逆に異業種である看護師と協力を必要とする教育現場の教員の戸惑い

も大きい。 このような現状では、看護師 ・教員がどの様に連携 してい くのかが重要 となる。

目的　医療的ケアを支える看護師がより働 きやす く、より円滑な医療的ケアを提供できるように、看護

師と担任教諭 ・養護教諭および保護者等周囲の人との連携が、看護師の仕事への満足度にどのように関

連するかを明らかにすることを目的とした。

方法　近畿、東海地方の特別支援学校に勤務する看護師を対象に、質問紙調査を実施した。

分析には統計解析ソフ トSPSS16.　O　for　Windowsを 用 いてxz検 定、　Fisherの 直接法を行なった。

結果　特別支援学校の看護師の仕事内容に対する満足度は、「満足群」が50名(58.8%)、 「不満足群」

が35名(41.2%)で あ った。

　 「お互いの専門性を理解 しあえている」、「学校内での医療的ケアへの理解が進み、働きやすい状況で

ある」、「医療的ケア担当教諭 との連携が取 りやす く、情報収集円滑でアセスメントしやすい」、「担任教

諭 との連携が行いやす く、医療的ケアを実施 しやすい」などの回答 は、「満足群」が 「不満足群」に比

較して有意に高かった(p=0.01)。

結論　医療的ケアの実施に関する項目と、仕事への職務満足との関連性から、学校における看護師は医

療的ケアを実施することで看護師としての役割を果たしていると感 じている。さらには、看護師として

の専門性が発揮できるという認識が、仕事への満足に繋がっていると考えられる。また、限 られた情報

しか得ることのできない看護師にとって、教員など他職種と上手 く連携することが、医療的ケアを安全

に実施するには必要である。円滑な連携から情報が得られることも、職務満足度に寄与 していた。
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　特別支援二学校におけるhの 吸引など医療的ケアの課題

は、平成元年頃から特 に大都市圏を中心に浮かび上が っ

てきた。当初、医療的ケアが必要な子どもには保護者の

付き添いが義務付 けられ、24時 間のケアを担 っている保

護者の大 きな負担を教員 も十分に認識 し、特別支援学校

の職員会議等で検討 されるなど大きな課題であった1)。

　平成2～10年 は横浜市、東京都、大阪府、埼玉県、神

奈川県などの自治体 は独自で委員会を設け検討 し、独 自

方式で対応 していた。各都道府県の取 り組みは、①教員

による実施、②教員と看護師による実施、③訪問看護ス
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テーション制度の利用、④保護者の実施、 と実情に合わ

せた内容であった2)。このような各都道府県の取 り組み

を背景に、文部科学省は平成10年 度か ら 「特殊教育にお

ける福祉 ・医療 との連携に関する実践研究」を10県 で開

始 した。本課題は、①養護学校における医療的バ ックアッ

プ体制、②盲 ・聾 ・養護学校の児童 ・生徒の福祉 ・医療

ニーズへの対応であった。その成果を踏まえ、文部科学

省、厚生労働省が連携協力 して、養護学校 における医療

的ケアの実施体制を図ることとなった。平成15年 度から

「養護学校 における医療的ケアに関するモデル事業」を

全国32都 道府県で開始 した。本モデル事業 は、看護師を

配置 し、医師、看護師、教員等の相互連携 による学校で

の対応体制の整備、学校 と福祉、医療機関などの相互連

携及び医療機関と連携 した医療的バ ックアップ体制の推

進、運営協議会や校内委員会の設置、緊急時の対応体制

の確立か ら構成 されていた。その後全国的に特別支援学

校への看護師の配置が広がった3)。平成16年10月 に 「盲 ・

聾 ・養護学校 におけるたんの吸引等の取扱いについて」

の通知が厚生労働省医政局長名で出され、法的整備がな

された。疾の吸引等 日常的 ・応急的手当てにっいては、

医行為 とみなさずに、「医療的ケア」と位置づけ、「一定

の条件が満たされれば、看護師等の医療職者 と協力 し、

学校で医療的ケアに取 り組んでいく」ことが明示され4)、

重度障害児の学校での活動に看護師の存在が不可欠となっ

た。

　 しか し、医療的ケアの全国的な広がりとともに新たな

課題として、1)適 正 ・安全な医療的ケアの実施、2)連

携 ・協働の視点を明確に した看護師 との協働 の在 り方、

3)医 療的ケアの教育上 の意義の構築があげ られた5)。
一方、勝 田6)は、看護師側か らみた、看護師導入の課題

として、担任 ・養護教諭との連携 ・協働にっいて、教諭 ・

看護師双方 ともにお互いに分か り合えない、分かっても

らえないという課題をあげている。医療現場 とは異なる

学校での活動 に看護師の戸惑いは大 きい。同時に、教育

現場においても、異業種である看護師と協力を必要 とす

る教員の戸惑いも大 きいと思われる。

　医療的ケアに携わる看護師を対象 とした職業性ス トレ

ス調査票を用いた空田 ら7)の調査によると、「教員 ・看

護師協働型」群が 「看護師主導型」群よりもス トレス尺

度が有意に高い値を示 していた。さらに 「教員 ・看護師

協働型」群では、仕事の負荷が変動することに対 してス

トレスを感 じている傾向を示 していた。 これらの結果は、

看護師が他職種との連携 ・協働に課題を抱えていること

を示 していて、特別支援学校で働 く看護師の離職率の問

題にもかかわると推測される。病院に勤務する看護師の

離職予防に関する研究では、職務満足度や同僚や上司の

サポー トなどが離職に影響することが示 されている8)9)。

病院とは異なる学校に勤務する看護師のサポー トとして、
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他職種の存在 は大きい。そこで、他職種との連携 ・協働

にはどのような課題があるのかを追求す る必要がある。

1【.目 　 的

　医療的ケアを支える看護師がより働きやす く、より円

滑な医療的ケアを提供できるように、看護師と担任教諭 ・

養護教諭および保護者等周囲の人との関係の状況を検討

し、その状況が仕事への満足にどのように関連するか明

らかにす ることを目的とした。

皿.用 語 の定義

　医療的ケア:医 師法上の 「医行為」 と区別 して、医師

の許可の下、医師や看護師の指導を得るなどの一定の条

件を満た した場合に、学校において担任教員が行っても

よいとされている行為。咽頭か ら手前の吸引、挿入され

ている管への経管栄養の接続をいうこれらの行為は、重

度重複障害児が生きてい くために、 日常的に必要とする

疾の吸引や、鼻などから管を通 して栄養剤を注入する経

管栄養など、在宅で家族が日常的に行 っている医療的介

助行為に該当する。

IV.方 　 法

1.対 象

　近畿、東海地方の特別支援学校に勤務する看護師を対

象 とした。

2.調 査方法

　東海 ・近畿地方にある特別支援学校のうち、校種が肢

体不 自由 ・病弱 と明示 している113校 の学校長宛てに本

研究の趣旨及び倫理的配慮にっいての文書と自記式調査

票を郵送 し、学校長から看護師に調査票を配布 して もら

うように依頼 した。尚、返送をもって同意が得 られたこ

ととした。

3.調 査項目

　看護師の特性(年 齢、看護師経験、学校経験、障害児

看護 の経験等)と 、先行研究1°)11)や学校に勤務する看護

師の経験的指標などを元に作成 した仕事への職務満足お

よび児童 ・生徒を取 り巻 く周囲の人 との関係に関する質

問11項 目からなり、回答 は 「当てはまらない」か ら 「よ

く当てはまる」までの4段 階の リッカー ト法を用いた。

4.分 析方法

　看護師の特性および仕事への職務満足 と児童 ・生徒を

取 り巻 く周囲の人との関係に関する項目について、統計
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解 析 ソフ トSPSS16.　 O　for　Windowsを 用 いて、　x　2検定、

Fisherの 直 接法 を行 ない分析 した。

V.倫 理 的配慮

　研究への参加 ・不参加は自由意志であること、不参加

の場合にも学校名は公表 しないこと、データは厳重に管

理 し、学校や個人の秘密を守 り、学校名や個人が特定さ

れることがないようにプライバシーの保護に努めること

を保障した。看護師が調査に協力 したかどうかが学校長

にもわからないように、回答用紙は個別封筒 にて返送で

きるように した。調査票及びデータは研究終了後に速や

かに破棄することを約束 した。

　本研究は、研究者が所属する大学の倫理審査委員会の

審査を受 け、承認された。

VI.結 　果

　調査票の返送は128通 あり、有効回答数は102名(79.6

%)で あったが、本論文で対象 とするデータ、「児童 ・

生徒を取り巻 く周囲の人 との関係に関す る質問および仕

事満足」に欠損がない回答数 は85人 であった。この85人

の年齢 は42.3±12.26(平 均値±標準偏差)歳 く中央

値42.0>、 看護職経験年数 は17.0±9.39歳 〈中央値

14.5>(う ち学校経験:3.6±2.70歳 く中央値3.0>)

年であった。

　小児看護経験の有無にっいて 「経験ある」は、48名 と

半数以上を占めていた。また、障害児ケア経験の有無に

ついて 「経験ある」は28名 であり、「経験 なし」 は57名

と障害児ケアの経験者は3割 を超える程度であった。

　 85名の雇用形態は様々であったが、正規職員的な立場

の者は3名 であり、他はすべて非常勤、臨時雇用、嘱託、

派遣などといった雇用形態であった。

　児童 ・生徒を取 り巻 く周囲の人 との関係に関する質問

11項 目にっいて、4段 階の回答を 「当てはまる」 と 「当

てはまらない」の2段 階に修正 した結果を表1に 示 した。

対象者の6割 以上が当てはまると回答 した項 目は、「学

校内での医療的ケアへの理解が進み、働きやすい状況で

ある(61.2%)」 「担当教諭 との連携が行いやす く、医療

的ケアを実施 しやすい(74.1%)」 といった医療的ケアが

実施 しやすい項 目、「養護教諭 との連携 は取 りやす く、

医療的ケアをする児童 ・生徒の情報 は円滑であり、 アセ

スメントとしやすい(69.4%)」 「医療的ケアのある児童 ・

生徒を担任 している教諭との連携が取りやす く、情報収

集が円滑でアセスメ ントしやすい(67.1%)」 といった

教員 ・養護教諭 との円滑な連携による情報収集から医療

的ケアの判断がしやすいとする項目、「看護師間の報告 ・

連絡など情報交換が しやす く、記録 も充実で きている

(82.4%)」 「看護師間でお互 いに専門性を高めて、意識

してチームアプローチがで きている(60.0%)」 といっ

た看護師間の連携の良さに関する項目の、計6項 目であっ

た。逆に、6割 以上の者が 「当てはまらない」と回答 し

た項目は、「医療的ケア必要児の記録が充実 し、3職 種

間で共有が図れている(75.3%)」 とする記録の共有、

「保護者 との接触が直接的に行 いやす く、信頼関係が築

きやすい(63.5%)」 「医師との連絡は取 りやす く、児童 ・

生徒の健康状態 にっいて考えやすい(84.7%)」 など、

保護者や医師との関係に関する項目であった。

　仕事内容に対する満足にっいては、「満足」 は10名、

「やや満足」は40名 であり、「やや不満足」 は33名、「不

満足」は2名 であった。

　仕事内容に対する満足にっいて、「満足」「やや満足」

を 「満足群」 とし、「やや不満」「不満」を 「不満足群」

とする2群 に修正 して、他職種および保護者との連携と

の関係にっいて分析 した結果を表2に 示 した。

　 「保護者 との接触が直接的に行いやす く、信頼関係が

築きやすい」 とする項 目以外の10項 目において 「満足」

と 「不満足」 との間に有意 な差が認められた。

　特に下記の6っ の項目、「お互いの専門性を理解 しあ

えている」、「学校内での医療的ケアへの理解が進み、働

きやすい状況である」「医療的ケア担当教諭 との連携が

取 りやす く、情報収集円滑でアセスメン トしやすい」

「担任教諭 との連携が行いやす く、医療的ケアを実施 し

表1　 他職種及び保護者との関係

　　　　　 当てはま当てはまる
　　　　　　らない

n　 (%)　 n　 (%)

お互 いの専門性を理解しあえている 50　 　(58.8)　 35　 　(41.2)

学校内での医療的ケアへの理解が進み　　　　　　　　　　　　　　　　　52　　(61
.2)　33　　(38.8)働 きやすい状況である

養護教諭 との連携は取 りやす く、医療

的ケア児の情報収集円滑でアセスメン59(69.4)26(30.6)
トしやすい

医療的ケア担当教諭 との連携が取 りや
す く、情報収集円滑でアセスメントし57(67.1)28(32.9)
やす い

担任教諭 との連携が行いやす く、医療　　　　　　　　　　　　　　　　　63　　(74.1)　22　　(25.9)的 ケアを実施 しやすい

看護師間の報告 ・連絡など情報交換が　　　　　　　　　　　　　　　　　70　　(82.4)　　15　　(17.6)しやす く
、記録も充実できてる

看護師間の専門性を高めて、意識 して　　　　　　　　　　　　　　　　　51　　(60
.0)　34　　(40.0)チームアプローチができている

医療的ケア児の記録が専門職間で共有　　　　　　　　　　　　　　　　　21　　(24
.7)　64　　(75.3)できる

保護者 との接触が直接的に行いやす く、　　　　　　　　　　　　　　　　　31　　(36
.5)　54　　(63.5)信頼 関係が築きやすい

保護者に直接接触できにくいが情報は　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　(58.8)　35　　(41.2)養護教諭や教員か ら得やすい

医師との連絡が取りやすい 13　 　(15.3)　 72　 　(84.7)
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表2　 他職種及び保護者との連携と仕事満足

満足
n=50

　 　 　 　 　 xZ　 test,不 満 足

　 　 　 　 　 Fisher'sn=35　 　 　 　 　
exact　 test

n　 (%)　 n　 (%) P値

お互いの専門性を理解 しあえている

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よ く当てはまる

0　 　 (0)

15　 　　(30.0)

27　 　　(54.0)

8　 (16.0)

5

15

15

0

(14.3)　 　　0.001

(42.9)

(42.9)

(0)

学校内での医療的ケアへの理解が進み働 きやす
い状況である

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よ く当てはまる

0　 　 (0)

15　 　　(30.0)

29　 　　(58.0)

6　 (12.0)

5

15

14

1

(14.3)　 　　0.001

(42.9)

(40.0)

(2.9)

養護教諭 との連携 は取 りやす く、医療的ケア児
の情報収集円滑でアセスメントしやすい

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よ く当てはまる

2　 　 (4.0)

7　 (14.0)

27　 　　(54.0)

14　 　　(28.0)

3

14

12

6

(8.6)　 　　　0.026

(40.0)

(34.3)

(17.1)

医療的ケア担当教諭 との連携が取 りやす く、情

報収集円滑でアセスメントしやすい

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よ く当てはまる

1　 　 (2.0)

8　 (16.0)

28　 　　　(56.0)

13　 　　(26.0)

2

17

12

4

(5.7)　 　　 0.004

(48.6)

(34.3)

(11.4)

担任教諭 との連携が行 いやす く、医療的ケアを

実施 しやすい

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よく当てはまる

0　 　 (0)

6　 (12.0)

32　 　　(64.0)

12　　　(24.0)

2

14

16

3

(5.7)　 　　　0.002

(40.0)

(45.7)

(8.6)

看護師間の報告 ・連絡など情報交換が しやす く、

記録 も充実できてる

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よく当てはまる

0　 　 (0)

3　 　 (6.0)

28　 　　　(56.0)

19　 　　(38.0)

3

9

16

7

(8.6)　　　　0.005

(25.7)

(45.7)

(20.0)

看護師間の専門性 を高あて、意識 してチームア
プローチができている

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よく当てはまる

1　 　 (2.0)

12　　　(24.0)

30　 　　(60.0)

7　 (14.0)

4

17

11

3

(11.4)　 　　0.012

(48.6)

(31.4)

(8.6)

医療的ケア児の記録が専門職間で共有できる

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よく当てはまる

3　 　 (6.0)

29　 　　(58.0)

17　　　(34.0)

1　 　 (2.0)

9

23

3

0

(25.7)　 　　0.004

(65.7)

(8.6)

(0)

保護者 との接触が直接的に行いやす く、信頼関

係が築きやすい

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よく当てはまる

5　 (10.0)

22　　　(44.0)

20　　　(40.0)

3　 　 (6.0)

9

18

8

0

(25.7)　 　　0.063

(51.4)

(22.9)

(0)

保護者 に直接接触できに くいが情報は養護教諭

や教員か ら得やすい

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よく当てはまる

0　 　 (0)

15　　　(30.0)

29　 　　(58.0)

6　 (12.0)

5

15

14

1

(14.3)　 　　0.008

(42.9)

(40.0)

(2.9)

医師との連絡が取 りやすい

当てはまらない

あまり当てはまらない

当てはまる

よ く当てはまる

17

21

11

1

(34.0)

(42.0)

(22.0)

(2.0)

15

19

1

0

(42.9)　 　　0.039

(54.3)

(2.9)

(0)
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やすい」「看護師間の報告 ・連絡など情報交換が しやす

く、記録も充実できている」「医療的ケア児の記録が専

門職間で共有できる」「保護者に直接接触できに くいが

情報は養護教員や教員から得やすい」においては、有意

水準1%で 有意な差が認められた。

　他職種および保護者 との連携との関係では、小児看護

経験の有無で有意差 は認め られなかった。

　さらに、学校経験年数 を1年 未満(18名)、3年 未満

(24名)、3年 以上(43名)の3群 に分 け、他職種および

保護者 との連携 との関係 にっいて分析 した結果、「学校

内での医療的ケアへの理解が進み、働 きやすい状況であ

る」(p-0.04)に のみ有意差がみ られ、経験年数が多 い

方が、有意に高かった。

皿.考 　察

　NICU退 院後、経管栄養、在宅酸素、人工呼吸などの

在宅医療を要する児の数は増加傾向にあり12)、更に障害

の重度 ・重複化が顕著になる13)等、医療的ケアを抱えな

が ら地域で生活する児の現状は大きく変化 してきている。

特別支援学校においても医療的ケアを必要とす る児童 ・

生徒 は平成15年 か らは毎年200名 ほどの増加14)がある。

教員による医療的ケアは、看護師配置などの一定の条件

下で、実施できるようになったため15)、重度障害児の学

校の生活には看護師の存在が不可欠となった。更に、特

別支援学校での医療的ケアは、呼吸に関すること ・栄養

に関することが多 く、医療的ケアの内容の6割 は看護師

でなければ出来ない3)内容である。 このような状況から、

特別支援学校に勤務す る看護師数 も平成17年 度の597名

から平成22年 度には1,148名 と約2倍 に増加 している3)。

看護師配置による効果 としては、医療関係者の理解や福

祉 ・医療機関か らの協力を得やすいこと、 さらには、児

童 ・生徒の生活 リズムが整 ったことによる欠席の減少や、

授業の継続性の保持、保護者の負担軽減などがあげられ

る16)。医療的ケアが必要な児童 ・生徒にとって、学校で

の看護師の役割は重要なものとなりっっある。 しか し、

看護師の多 くが非正規職員であるといった雇用条件の問

題 や、教育 とい う場の孤立感や戸惑い17)、担任 ・養護

教諭との連携 ・協働の難 しさなど、働 くことへの課題 も

多い。

　 そこで、看護師配置が充実 して きた現段階で、医療的

ケアを支える看護師がより働きやす く、より円滑な医療

的ケアを提供できるように、看護師と担任教員 ・養護教

諭および保護者等周囲の人との連携の状況を把握 し、そ

の仕事への満足の関連を明 らかにすることを目的に、調

査を行 った。

　今回の調査では、特別支援学校の看護師は、「学校内

での医療的ケアへの理解が進み、働きやすい状況である」

「担任教諭 との連携が行いやす く、医療的ケアを実施 し

やすい」といった医療的ケアの実施の円滑さを示す項 目、

「医療的ケア担当教諭 との連携が取 りやす く、情報収集

円滑でアセスメン トしやすい」「保護者 に直接接触でき

にくいが情報は養護教員や教員から得やすい」 とする医

療的ケア実施への判断となる情報収集に関す る項 目にお

いて、仕事への職務満足との関連性が認められた。

　丸山ら1°)は養護学校の養護教諭 ・教員 ・看護師に対 し、

それぞれの役割認知に関する質問紙調査か ら、医療的ケ

アの直接対応は、 どの職種よりも看護師自身が関与すべ

きものという認識が高いことを示 していた。また、医療

的ケア実施 に伴 う調整に関 しては、「医療的ケア方法の

工夫や改善の提案」「医療的ケアにっいて保護者や教員

への情報提供や助言」といった役割は看護師自身が今後

実施するべき役割であるとの認識が高いことも示 してい

る。池田18)らも同様に、実際の職務よりも看護師が考え

る看護師の職務は、教員の医療的ケアへの指導助言、学

校医との連携 ・連絡、感染予防など専門職 としての知識

技術の提供であるといった結果を述べており、看護師が

医療的ケアの実施を通 して専門性を発揮できる職務を望

んでいることが伺える。今回の調査か らも医療的ケアの

実施 に関する項 目と仕事への職務満足 との関連性から、

学校における看護師は医療的ケアを実施することで看護

師としての役割を果たしていると感 じていることが明ら

かとなった。 さらには、看護師としての専門性が発揮で

きるという認識が、仕事への満足に繋がっているのでは

ないかと推測 される。

　 また、特別支援学校では、医療的ケアが必要な児童 ・

生徒のそばに常 にいるのは教員である。看護師は限られ

た時間で医療的ケアを実施 しており、看護師がそばにい

ない時の状態を教員から情報収集 し、それ らを総合 して

看護アセスメ ントを行 っている17)。山田 らの報告では'9)

看護師には保護者への連絡が直接 とれないといった情報

収集の困難 さがあり、保護者の承諾を得、養護教諭を介

さなければ主治医との連絡も取れないなど連携の善 し悪

しが情報収集 に影響 している実情を示 している。更に、

看護師の方か ら情報提供 して、担任や養護教諭や保護者

との連携をはか らなければ子どもの健康状態を判断でき

ず、ケアの実施の責任 も看護師のみでは負えない19)と述

べ、看護師は教員 など他職種 と上手 く連携することが、

医療的ケアを安全に実施するには必要不可欠であること

が伺われる。勝田17)は十分な情報がない中で、子 どもの

状態をアセスメントし、情報から予測 し、確認する力と

経験の積み重ねが必要であるとし、看護師の日々の職務
への取 り組みへの大切さを示唆 している。

　 しか し、学校において唯一医療職である看護師がさま

ざまな場面でのアセスメントやケアの実施で自信を持 っ

て行えるためには、医療施設以上の自己研鐙が必要であ
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るとともに、身近な相談相手が必要11)とされている。学

校 という組織の中で看護師が医療的ケアだけでなく、職

場の一員としてどのように連携 ・協働 してい くかが今後

の課題で もあり、離職予防の要素である同僚 ・上司のサ

ポー トの在 り方 にもっながるものであると考え られる。

看護師の組織へのつなが りは 「自己の存在価値の実感」

「仲間との良好な関係」「チームケアへの満足」「充実感 ・

やりがいの実感」などか ら起 こっていることが示されて

いる2°)。今回の調査か ら、学校に勤務する看護師にとっ

ても同様で、チームとしての良好な人間関係と、その結

果専門性ある職務の遂行が満足にっながり、さらに仕事

へのや りがいなどに通 じてい くのではないかと考えられ

る。

　教員は教育的視点を優先 し、看護師は身体観察からの

アセスメントを優先 している。それぞれの優先性の違い

か らの戸惑いや不安 といったことも離職に影響 している
21)が
、まずはお互いの専門性をみとめることが必要であ

る。今回の調査か らも専門性を理解 しあうことと職務満

足とに関連性がみられたことも理解できる結果であった。

　多職種 との連携にっいては、菊池氏のチームモデルを

用いた在 り方について も検討 されている17)。しか し、看

護師の雇用条件など22)23)から、看護師には時間的制約が

あり、教員との連絡やカンファレンスに時間がかけられ

ないといった現状 もあり、雇用条件の検討など各課題へ

の整理が急務である。

皿.結 　語

　医療的ケアを担 う看護師と、担任教諭 ・養護教諭およ

び保護者等周囲の人 との関係の状況を検討 し、その状況

が仕事への満足にどのように関連するかを調査 したとこ

ろ、以下の結果が得 られた。

1.特 別支援二学校の看護師の仕事内容に対する満足は、

　「満足群」が50名(58.8%)、 「不満足群」が35名(41.2

　%)で あった。

2.看 護師の仕事職務の満足度 にっいては、「お互いの

　専門性を理解 しあえている」、「学校内での医療的ケア

　への理解が進み、働 きやすい状況である」「担任教諭

　との連携が行いやす く、医療的ケアを実施 しやすい」

　など、医療的ケアが実施 しやすい内容に関する項目で、

　「満足群」 と 「不満足群」の間に有意な差が認め られ

　た。
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